
中学１年生(共通) 教科／科目 時間数 週３時間

時期 1学期前半

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
基礎技術向上のため、不
足している要素は何かを
考え、獲得方法を模索し、
実践する。

習得した基礎技術や応用
技術をゲーム練習で使い
分けるとともに、自身の身
体的特徴・技術レベルに適
した「形」に変化をさせる。

生涯を通じて健康で豊か
な生活を主体的に送ろうと
する資質や能力を有して
いる。

A2 B2 C2:Critical
基礎技術の反復練習の中
に課題意識を常に持ち、
日々の授業に取り組むこ
とができる。

ゲーム練習を通して、基礎
技術・応用技術を使い分
けて実践することができ
る。

発表会やゲームの成果か
ら、今後の改善点を見出
す。

A1 B1 C1:Logical
必要な用語やルールを理
解する。
また、自身の体力・運動能
力の現状を把握する。

実践（対人・チームプレー）
に基礎技術を活かすこと
ができる。

基礎応用技術の細部に目
を向け、動作の仕組みを
考えることができる。

基礎 応用 思考力

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 保健体育/体育

新体力テスト 使用教材(教具)

記録向上の喜びや競争の楽しさを味わいながら技術を身につけ、目標達成に向けて主体的に取り組む態
度を養う。 各種目用具

評価規準 単元内容
①５０ｍ走　②長座体前屈　③握力　④上体起こし　⑤反復横跳び
⑥立ち幅跳び　⑦ハンドボール投げ　⑧シャトルラン

課題予定

なし

〈留意点・評価〉
＜評価＞
○　実技試験得点　　○　ゲーム参加状態　　○　ゲーム中態度
○　PBL活動　　　　　○　授業内態度　　　　　○　提出物内容・状況



中学１年生（共通） 教科／科目 時間数 週３時間

時期 1学期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
基礎技術向上のため、不
足している要素は何かを
考え、獲得方法を模索し、
実践する。

習得した基礎技術や応用
技術をゲーム練習で使い
分けるとともに、自身の身
体的特徴・技術レベルに適
した「形」に変化をさせる。

生涯を通じて健康で豊か
な生活を主体的に送ろうと
する資質や能力を有して
いる。

A2 B2 C2:Critical
基礎技術の反復練習の中
に課題意識を常に持ち、
日々の授業に取り組むこ
とができる。

ゲーム練習を通して、基礎
技術・応用技術を使い分
けて実践することができ
る。

発表会やゲームの成果か
ら、今後の改善点を見出
す。

A1 B1 C1:Logical
必要な用語やルールを理
解する。
また、自身の体力・運動能
力の現状を把握する。

実践（対人・チームプレー）
に基礎技術を活かすこと
ができる。

基礎応用技術の細部に目
を向け、動作の仕組みを
考えることができる。

基礎 応用 思考力

記録向上の喜びや競争の楽しさを味わいながら技術を身につけ、目標達成に向けて主体的に取り組む態度
を養う。

各種目用具

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 保健体育/体育

器械体操(マット運動) 使用教材(教具)

〈留意点・評価〉
＜評価＞
○　実技試験得点　　○　ゲーム参加状態　　○　ゲーム中態度
○　PBL活動　　　　　○　授業内態度　　　　　○　提出物内容・状況

評価規準 単元内容
①マットの使用法②けがの予防③前転④後転⑤開脚前転⑥開脚後転⑦
側転⑧ロンダート⑨合わせ技、実技試験

課題予定

なし



中学１年生（共通） 教科／科目 時間数 週３時間

時期 2学期前半

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
基礎技術向上のため、不
足している要素は何かを
考え、獲得方法を模索し、
実践する。

習得した基礎技術や応用
技術をゲーム練習で使い
分けるとともに、自身の身
体的特徴・技術レベルに適
した「形」に変化をさせる。

生涯を通じて健康で豊か
な生活を主体的に送ろうと
する資質や能力を有して
いる。

A2 B2 C2:Critical
基礎技術の反復練習の中
に課題意識を常に持ち、
日々の授業に取り組むこ
とができる。

ゲーム練習を通して、基礎
技術・応用技術を使い分
けて実践することができ
る。

発表会やゲームの成果か
ら、今後の改善点を見出
す。

A1 B1 C1:Logical
必要な用語やルールを理
解する。
また、自身の体力・運動能
力の現状を把握する。

実践（対人・チームプレー）
に基礎技術を活かすこと
ができる。

基礎応用技術の細部に目
を向け、動作の仕組みを
考えることができる。

基礎 応用 思考力

記録向上の喜びや競争の楽しさを味わいながら技術を身につけ、目標達成に向けて主体的に取り組む態度
を養う。 各種目用具

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 保健体育/体育

陸上競技(走り高跳び) 使用教材(教具)

〈留意点・評価〉
＜評価＞
○　実技試験得点　　○　ゲーム参加状態　　○　ゲーム中態度
○　PBL活動　　　　　○　授業内態度　　　　　○　提出物内容・状況

評価規準 単元内容
①ルールの確認、けがの予防②助走③踏切④空中動作⑤着地⑥、飛距
離を伸ばすための練習⑦実技試験

課題予定

なし



中学１年生(共通) 教科／科目 時間数 週３時間

時期 2学期後半

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
基礎技術向上のため、不
足している要素は何かを
考え、獲得方法を模索し、
実践する。

習得した基礎技術や応用
技術をゲーム練習で使い
分けるとともに、自身の身
体的特徴・技術レベルに適
した「形」に変化をさせる。

生涯を通じて健康で豊か
な生活を主体的に送ろうと
する資質や能力を有して
いる。

A2 B2 C2:Critical
基礎技術の反復練習の中
に課題意識を常に持ち、
日々の授業に取り組むこ
とができる。

ゲーム練習を通して、基礎
技術・応用技術を使い分
けて実践することができ
る。

発表会やゲームの成果か
ら、今後の改善点を見出
す。

A1 B1 C1:Logical
必要な用語やルールを理
解する。
また、自身の体力・運動能
力の現状を把握する。

実践（対人・チームプレー）
に基礎技術を活かすこと
ができる。

基礎応用技術の細部に目
を向け、動作の仕組みを
考えることができる。

基礎 応用 思考力

記録向上の喜びや競争の楽しさを味わいながら技術を身につけ、目標達成に向けて主体的に取り組む態
度を養う。 各種目用具

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 保健体育/体育

球技(サッカー) 使用教材(教具)

〈留意点・評価〉
＜評価＞
○　実技試験得点　　○　ゲーム参加状態　　○　ゲーム中態度
○　PBL活動　　　　　○　授業内態度　　　　　○　提出物内容・状況

評価規準 単元内容
①ボール慣れ②パス方法③ボールの運び方④コントロールの方法⑤
シュート方法⑥ゲームの進め方学習⑦ゲーム実践⑧実技試験

課題予定

なし



中学１年生（共通） 教科／科目 時間数 週３時間

時期 3学期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
基礎技術向上のため、不
足している要素は何かを
考え、獲得方法を模索し、
実践する。

習得した基礎技術や応用
技術をゲーム練習で使い
分けるとともに、自身の身
体的特徴・技術レベルに適
した「形」に変化をさせる。

生涯を通じて健康で豊か
な生活を主体的に送ろうと
する資質や能力を有して
いる。

A2 B2 C2:Critical
基礎技術の反復練習の中
に課題意識を常に持ち、
日々の授業に取り組むこ
とができる。

ゲーム練習を通して、基礎
技術・応用技術を使い分
けて実践することができ
る。

発表会やゲームの成果か
ら、今後の改善点を見出
す。

A1 B1 C1:Logical
必要な用語やルールを理
解する。
また、自身の体力・運動能
力の現状を把握する。

実践（対人・チームプレー）
に基礎技術を活かすこと
ができる。

基礎応用技術の細部に目
を向け、動作の仕組みを
考えることができる。

基礎 応用 思考力

記録向上の喜びや競争の楽しさを味わいながら技術を身につけ、目標達成に向けて主体的に取り組む態
度を養う。 各種目用具

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 保健体育/体育

武道（剣道） 使用教材(教具)

〈留意点・評価〉
＜評価＞
○　実技試験得点　　○　ゲーム参加状態　　○　ゲーム中態度
○　PBL活動　　　　　○　授業内態度　　　　　○　提出物内容・状況

評価規準 単元内容
①礼法②用具の使用方法③基本動作

課題予定

なし


